
2)波速邦夫､三谷雅純､荒金辰治､Kunkun

∫.Gurmaya､LWayanA.Dlrgayusa､Errl

N.Megantara､EdyBrotolsworo(1996)イン

ドネシア､バンガンダラン自然保性区における

シルバールトンとカニクイザルの個体群変動に.

ついて.第12回日本忠長類学会大会..怒長玩研
究12(3):271.

3)川本芳､竹中修､渡辺邦夫､浜田機､後藤俊

二､渡辺毅､B.Suryobroto(1996)M.
tonkeanaとM.heckLの雑種地域に関する集

団泣伝学的研究.第12回El本霊長類学会大会.
霊長類研究12(3):257.
4)後藤俊二､竹中修､渡辺邦夫､浜田稜､川本
労､渡辺毅､BambangSuryobroto,Dondin

SaJuthl(1996)スラウェシマカクの寄生虫叢の
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会大会.霊長類研究 12(3):300.
5)藤田和生､渡辺邦夫､TrlHeruWldarto､

BambangSuryobroto(1996)スラウェシマカ

クの種の認知(3)-オクレア一夕とブルネスセン

スの場合.第12回日本霊長類学会大会.霊長類
研究12(3):284.

サル類保健飼育管理施設

東山 節(施設長･兼)･松林汚明･後藤俊二

鈴木樹理･松林伸子1)･三輪宣勝2)

熊崎汚則2)･阿部政光2)･釜中座郎2)

前田典彦2)･勝田ちひろ2)

平成8年度の施設の概要は以下のようであった｡

1)平成8年度の営繕工事として第2放飼場A区

画の全面改修が行われた｡土止め､植樹､日除

け､保温ボックス､小川工事の他､桧材を使っ

た止まり木工事など大幅な改修を行ない､サル

の生息環境の改善という施設の進めている環境

エンリッチメントを充分に配慮したものとなっ

た｡

2)ヒトに伝染するウイルスとして関越になって

いるBウイルスについて､サル委員会と合同で

所内のマカクを主な対象に抗体保有状況を調査

した｡マカクとヒヒで抗体陽性が見られ､良も

飼育頭数の多いニホンザル､アカゲザルでは各

群で感染率が異なっていた｡陽性ザルについて

は研究者に周知するとともに､今後ウイルスフ

リー化を進めるために具体苑を検討することと

した.

3)前年皮に引き続き施設の改組が横井要求の韮

点事項として提出された｡名称を央験用サル類

開発研究センターとし､教授配置による研究体

制の整備および脳研究支援推進のネットワーク

構築を中心としており､施設の発展のため早期

の実現を目指■している｡

4)高橋末年技官が平成7年度末で定年退職とな

り､後任に勝田ちひろが採用された｡なお勝田

技官は獣医師であり､サル類の診断 ･治療を主

たる菜務とすることにした｡

5)国立大学動物実験施設協議会の幹事校に霊長

類研究所サル施設が選任された｡同協議会の

｢イヌ､ネコ､サル問娼対策小委員会｣委員長

に松林清明が選任され 活動中である｡.:

6)COE招桐外国人研究員として来所していた

朱本仁 (上梅動物園)が任期を終了して平成8

年8月に帰国した｡

7)平成8年9月より固形飼料の成分を変え､栄

養価を保ったままでの低コスト化を図った｡

8)その他 :年末年始の放飼場等の警備の予算が

認められ､ガードマンによる夜間巡回が初めて

行われた｡サル汚水浄化槽の保守と定期点検が

業者委託となった｡

研究概要

A)サル類の生殖隼物学的研究
松林清明

オス生殖機能の進化を生殖器構造の面から検討

するために､主として大型類人猿の精巣微細構造

の組織学的検索を進めている｡各地の動物園で死

亡したゴリラ､オランウータン､チンパンジーの

縄典標本を収熟し､造指機序の様態を見ている｡

1)教務技官 2)技官
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a)央験用サル叛の動物福祉の研究

松林清明

飼育下のサル頬における動物福祉研究の一環と

して､環境エンリッチメントの評価を進めている｡

索餌システムや有効な遊具の開発およびサル同士

の同居条件について､科学的根拠のある検討を進

めている｡

C)サル類の寄生虫に関する研究

後藤俊二

サル類における線虫類の感染動態を明らかにす

るとともに､ヒト肺犬糸状虫症の実験モデルの確

立を目的として､ニホンザルでの実験感染を継続

して行った｡感染経過に伴う血液性状やIgG抗

体の変動､肺病巣の変化等についての検討を行っ

た｡また､野生ニホンザルの寄生虫叢についての

調査を進めている｡

D)サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

サル類の性成熟期の成長関連ホルモンの分泌動

態を明らかにするために,3,4歳令のニホンザル

について､縦断的手法 (毎週採血)によって分析

した｡IGF-1は､雌雄ともに季節変動を示し､オ
スでテストステロンの上昇に先がけて上昇するこ

とが明らかになった｡縦断的な生体計測も継続し

て行った｡

E)サル類のストレス定量のための基礎的研究

鈴木樹理

日常的にサル類に負荷されている様々なストレ

スを定量するための基礎研究として､新規個体と

の出合わせを行った際の血中コーチゾル濃度の変

化を､ニホンザルを用いて調べた｡その結果､負

荷ストレスに対する感受性及び反応には個体差が

大きいことなどが示唆された｡

拍文

一和文-

1)甲田菜種子 ･持田昌二 ･後藤俊二 ･中道正

之 ･糸魚川直祐 ･南徹弘 (1996)人との対面時

における飼育ニホンザルの血圧と行動.ヒトと

動物の関係学会誌,2:28-33.
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1)松林清明(1996)類人猿の性を侵すもの.ヒト

と動物の関係学会誌 2̀(1):84-89.

報告その他
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humanprimates.Sadolnternatlonal

SymposiumonHarmonLzatlonofGuidefor

Care and Use of Experimental

AnlmalS.(Nligata)
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lnt.Symp.Evol.AshPrim.(Åug.1996,
Inuyama)Abstractsp.54.
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ジサイズの検討. 第43回日本実験動物学会総
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会 (1996年6月､ 大 阪) .霊長類研 究
12(3):298.

6)前田穏一郎､̀後藤俊二､中垣和英､野上貞雄､
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Salyuthl(1996)スラウェシマカクの寄生虫叢
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1996年度 (平成8年度)サル類動態表

区 分揺 増 加 減少 (死亡など

)導入 出荏 . 管 実 秤敬 消化 t感 外 その 事 剖検 不明哩 験 ＼ 器系 # ,系 染 傷 他の 敬 不名 換

港 疾魚 戻忠 症 死 漢患 衣 舵辛ワオ､キ ツ ネ ザ ルワ夕ボウシ夕マリンコモンマ⊥モセットヨ ザ ルニ ホ ン ザ ル 1 818152 46

224 ･116 3 1 3 51 1 2 12､11ア カ ゲ ザ ルタ イ ワ ン ザ ルカ ニ ク イ ザ ルボ ンネ ッ トザ ルマ ン ト ヒ ヒ 471632 873

11 11

4 4小 計 1 138 10 44 10 5 1 3 10

1 6 5合 計 139

95注) (増加頭数) (減少頭数) 差引頭

数139 - 95 - 44 (増加)

1996年度 (平成8年度)末飼

育頭数穂 名 頭数

ワ オ キ ツ ネ ザ ル 1

オ オ ガ ラ●ゴ

1コモンマ一一モセ ッ ト 39

ワ夕ボウシ夕マ

リン 28ヨ _ ザ ル 13

リ ス ザ ル 3フ サ オ マ キ ザ ル 16

チユウベイ クモザル 1 揺

＼.名 頭

奴ケ ナ ガ ク モ

ザ ル 1ミ ド リ ザ ル

5パ タ ス ザ ル

1ミドリサ●ル×ハ●タスサ●ル

2ニ ホ ン ザ ル

357ア カ ゲ ザ

ル 260タ イ ワ ン ザ ル


